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猿図絵馬　森狙仙筆　兵庫･楠本神社

新
春
特
集
陳
列

さ
る
づ
く
L

I
干
支
を
愛
で
る
-

平
成
2
7
年
1
 
2
月
1
 
5
日
(
火
)
-
平
成
2
8
年
1
月
2
4
日
(
日
)

【
平
成
知
新
館
　
2
F
I
1
-
5
】

特
集
陳
列
｢
獅
子
と
狛
犬
｣
【
平
成
知
新
館
I
F
-
5
】
よ
り

年
末
年
始
の
京
都
国
立
博
物
館
で
は
､
平
成
二
十
八
年
　
(
二
〇
二
八
)

の
幕
明
け
を
祝
し
て
､
新
年
の
干
支
で
あ
る
申
(
さ
る
)
　
に
ち
な
ん
だ

特
集
陳
列
を
開
催
い
た
し
ま
す
｡
日
本
や
東
洋
の
絵
画
･
工
芸
品
に
数

多
く
表
さ
れ
て
き
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
猿
た
ち
｡
彼
ら
が
平
成
知
新

館
の
一
一
階
に
集
ま
り
ま
す
｡

猿
は
､
他
の
動
物
と
同
様
に
､
神
仏
と
の
つ
な
が
り
を
も
つ
獣
と
し

て
宗
教
美
術
に
表
さ
れ
て
き
ま
し
た
｡
と
く
に
日
本
で
は
､
日
吉
大
社

し

ょ

う

め

ん

)

｣

ん

ご

う

こ

う

し

ん

の
使
い
や
､
青
面
金
剛
を
本
尊
と
す
る
庚
申
信
仰
に
お
い
て
今
日
で
も

神
聖
な
存
在
と
さ
れ
て
い
ま
す
｡
ま
た
､
京
都
を
代
表
す
る
民
俗
芸
能

み

ぷ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
壬
生
狂
言
で
は
､
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
､
人
が
猿
の
扮
装
を
し
て
曲
芸
を
披
露
す
る
演
目
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
｡
お
そ
ら
く
､
そ
れ
は
猿
の
霊
力
に
期
待
し
て
始
め
ら
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
｡
本
展
示
で
は
､
そ
の
こ
ろ
の
壬
生
狂
言
に
使
わ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
猿
の
面
を
含
む
｢
壬
生
三
面
｣
を
､
壬
生
寺
よ

り
特
別
に
ご
出
陳
い
た
だ
き
ま
す
｡

一
方
で
､
猿
が
私
た
ち
の
笑
い
を
誘
う
よ
う
な
滑
稽
な
性
格
を
も
つ

こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
｡
猿
や
十
二
支
の
動
物
た
ち
が
人
間
の
格
好
を

し
て
歌
合
や
舞
を
楽
し
む
　
｢
十
二
類
絵
巻
｣
　
は
､
遊
び
心
あ
ふ
れ
る
絵

と
言
葉
で
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
｡
芸
能
に
お
い
て
も
､
時

代
が
下
る
に
つ
れ
て
壬
生
狂
言
な
ど
は
娯
楽
化
が
す
す
み
､
ま
た
､
猿

回
し
な
ど
の
演
芸
も
発
達
し
ま
し
た
｡
絵
に
描
か
れ
た
猿
回
し
の
姿
も

ご
紹
介
し
ま
す
｡

さ
て
､
鎌
倉
時
代
以
降
､
中
国
か
ら
禅
宗
が
本
格
的
に
入
っ
て
く
る

と
､
同
時
に
そ
の
教
え
を
表
現
し
た
水
墨
画
も
日
本
で
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
｡
そ
こ
に
描
か
れ
た
猿
は
､
大
陸
の
南
方
に
棲
息

も
っ
け
い

す
る
テ
ナ
ガ
ザ
ル
で
し
た
｡
こ
と
に
中
国
の
画
僧
救
難
が
描
い
た
テ
ナ

ガ
ザ
ル
を
中
世
の
日
本
人
は
愛
し
､
し
ば
し
ば
自
身
の
作
品
に
描
き
ま

も
っ
け
い
ざ
る

し
た
｡
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
　
｢
牧
難
猿
｣
　
は
､
中
世
絵
画
の
部
屋
に
た

-
さ
ん
登
場
し
ま
す
｡
と
-
に
､
彼
ら
が
全
色
の
光
た
だ
よ
う
山
間
に

離
れ
遊
ぶ
姿
を
描
い
た
｢
巌
樹
遊
猿
図
屏
風
｣
　
は
､
目
玉
作
品
の
ひ
と

つ
で
す
｡

江
戸
時
代
､
京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
個
性
的
な
絵
師
た
ち
も
､
猿

の
絵
を
多
く
残
し
て
い
ま
す
｡
伊
藤
君
沖
､
曾
我
詰
白
､
長
沢
芦
雪
と

い
っ
た
､
今
日
で
は
た
い
へ
ん
人
気
と
な
っ
た
絵
師
の
ほ
か
､
禅
僧
･

白
隠
や
､
京
狩
野
の
祖
･
狩
野
山
楽
な
ど
､
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
の
絵
師

が
描
い
た
　
｢
猿
｣
を
ご
覧
く
だ
さ
い
｡

も

り

そ

そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
､
猿
の
絵
の
名
手
と
謳
わ
れ
た
森
狙

せ
ん仙
｡
彼
が
描
く
､
生
命
感
に
あ
ふ
れ
親
し
み
深
い
表
情
を
み
せ
る
猿
の

絵
は
､
大
坂
を
中
心
に
た
い
へ
ん
な
好
評
を
博
し
ま
し
た
｡
毛
の
一
本

一
本
ま
で
細
や
か
に
描
か
れ
た
狙
仙
の
作
品
を
､
じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
｡

こ
の
よ
う
に
､
時
代
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
に
表
さ
れ
て
き
た

猿
で
す
が
､
最
後
に
､
日
常
生
活
の
中
で
用
い
ら
れ
た
工
芸
品
や
､
吉

祥
の
意
味
を
こ
め
て
床
の
間
な
ど
に
か
け
ら
れ
た
掛
幅
の
な
か
の
猿
を

ご
紹
介
し
ま
す
｡
洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
漆
工
品
や
根
付
は
､
現
代

箱
館
現
物
絵
博
蒔
立
繰
回
猿
都
梅
京

狛
犬
あ
れ
こ
れ

‥
し

狛
犬
は
児
と
い
う
中
国
の
空
想
上
の
動
物
が
起
源
と
す
る
説
が
あ

り
ま
す
が
､
漠
時
代
の
青
銅
製
の
児
は
サ
イ
に
似
た
太
っ
た
か
ら
だ

で
､
日
本
の
狛
犬
と
は
ま
っ
た
く
似
て
い
ま
せ
ん
｡
む
し
ろ
獅
子
と

差
が
な
い
の
で
日
本
で
は
角
の
あ
る
獅
子
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
｡

獅
子
は
言
う
ま
で
も
な
く
ラ
イ
オ
ン
の
こ
と
｡
イ
ン
ド
に
も
か
つ

て
は
広
範
囲
に
ラ
イ
オ
ン
が
い
た
そ
う
で
す
が
､
イ
ン
ド
､
東
ア
ジ
ア
で

は
虎
も
強
い
獣
と
し
て
身
近
な
存
在
で
す
｡
な
ぜ
虎
で
は
な
く
ラ
イ

オ
ン
が
社
寺
に
一
対
で
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?

ラ
イ
オ
ン
を
神
殿
や
墓
な
ど
の
守
護
獣
と
し
て
置
く
例
に
､
エ
ジ

プ
ト
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
が
あ
り
ま
す
｡
顔
は
人
間
､
か
ら
だ
が
獅
子

の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
中
東
の
ア
ッ
シ
リ
ア
で
は
立
っ
た
姿
の
一
対

で
入
口
の
両
側
に
表
さ
れ
ま
し
た
｡
こ
う
し
た
風
習
が
イ
ン
ド
に
伝

わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
｡
仏
陀
の
像
の
両
脇
に
ラ
イ
オ
ン
が
置
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡
仏
陀
の
説
法
の
堂
々
と
し
た
姿
を
評
し
て
獅

子
吼
と
例
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
｡
ラ
イ
オ
ン
は
百
獣
の
王
と
し
て

畏
敬
さ
れ
る
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
す
｡
仏
教
に
お
け
る
獅
子
は
文

殊
菩
薩
の
乗
り
物
で
あ
り
､
仏
浬
薬
図
で
は
仰
向
け
に
な
っ
て
仏
陀

の
死
を
嘆
く
獅
子
が
描
か
れ
ま
す
｡

ラ
イ
オ
ン
と
同
じ
く
ら
い
強
い
虎
は
守
護
獣
に
は
な
り
ま
せ
ん
｡

仏
潰
薬
園
に
虎
が
登
場
す
る
こ
と
は
少
な
く
､
ま
た
獅
子
の
よ
う
に

は
悲
し
み
を
表
し
ま
せ
ん
｡
羅
漢
図
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
､
そ

れ
は
悟
り
を
開
い
た
羅
漢
が
虎
を
手
な
ず
け
る
様
子
を
示
し
て
い
ま

す
｡
虎
は
猛
り
狂
う
煩
悩
の
象
徴
で
､
｢
悟
り
｣
と
は
煩
悩
を
鎮
め
､

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
な
の
で
す
｡
ラ
イ
オ
ン
は

滴
れ
を
作
り
､
虎
は
単
独
で
行
動
し
ま
す
｡
そ
こ
に
両
者
の
扱
い
の

差
の
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
｡

ネ
コ
科
の
ラ
イ
オ
ン
が
狛
犬
と
呼
ば
れ
る
の
も
変
で
す
が
､
顔
を

見
る
と
鼻
や
口
が
突
き
出
て
い
て
犬
に
近
い
で
し
ょ
う
｡
眉
が
あ
る

の
は
中
国
の
唐
獅
子
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
空
想
の
産
物
だ
か
ら

の
私
た
ち
の
目
を
も
驚
か
せ
て
く
れ
ま
す
｡

日
本
人
が
尊
び
愛
で
て
き
た
猿
と
い
う
動
物
｡

美
術
の
な
か
に
表
れ
た
彼
ら
の
姿
や
か
た
ち
を
､

年
末
年
始
の
当
館
で
是
非
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
｡

(
井
並
林
太
郎
)
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国宝　松橋蒔絵手箱　京都国立博物館

(1F-6にて展示)

刀
剣
を
楽
し
む

-
名
物
刀
を
中
心
に
-

平
成
2
 
7
年
1
 
2
月
晦
日
(
火
)
-
平
成
2
 
8
年
2
月
2
 
1
日
(
日
)

【
平
成
知
新
館
　
特
別
展
示
室
】

王
城
の
地
･
京
都
で
は
､
平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
多
数
の
刀

工
が
工
房
を
構
え
､
数
々
の
名
刀
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
｡
そ
し
て
､

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
造
ら
れ
た
刀
達
は
時
代
を
超
え
､
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
の
場
面
に
立
会
っ
た
の
で
す
｡

こ
の
特
集
陳
列
で
は
､
京
都
の
古
社
寺
に
伝
来
し
た
名
物
刀
の
全
て

を
一
挙
公
開
し
､
数
寄
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
時
代
を
生
き
抜

い
た
名
刀
の
数
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
｡

史
上
初
と
な
る
源
氏
重
代
の
宝
刀
､
｢
髭
切
｣
　
(
｢
太
刀
　
銘
国
綱
｣

重
文
､
北
野
天
満
宮
)
･
｢
膝
丸
｣
　
(
｢
太
刀
　
銘
□
忠
｣
重
文
､
大
賞
寺
)

の
同
時
出
陳
を
筆
頭
に
､
後
鳥
羽
上
皇
御
自
ら
作
刀
し
､
菊
花
文
を
刻

ん
だ
こ
と
で
菊
の
御
紋
の
端
緒
と
な
っ
た
　
｢
太
刀
　
菊
御
作
｣
　
(
重
文
､

京
都
国
立
博
物
館
)
､
御
番
鍛
冶
筆
頭
の
栄
誉
を
受
け
た
一
文
字
派
の

祖
･
則
宗
の
傑
作
で
､
足
利
尊
氏
侃
用
の
　
｢
太
刀
　
銘
□
圃
国
別
宗
(
香

物
ニ
ッ
銘
則
宗
)
｣
　
(
重
文
､
愛
宕
神
社
)
　
を
展
示
し
ま
す
｡
営
麻
寺
に

属
し
､
古
都
大
和
を
代
表
す
る
名
門
鍛
冶
･
曽
麻
派
の
名
品
｢
短
刀

無
銘
(
名
物
上
部
曽
麻
)
｣
　
(
重
美
)
､
桶
狭
間
の
戦
い
で
織
田
信
長
が

今
川
義
元
よ
り
獲
得
し
た
｢
刀
　
(
名
物
義
元
左
文
字
)
｣
　
(
重
文
､
建
勲

神
社
)
､
斬
り
つ
け
る
真
似
を
す
る
だ
け
で
相
手
の
骨
が
砕
け
る
と
い

う
伝
説
を
持
つ
　
｢
薙
刀
直
シ
刀
　
(
名
物
骨
喰
藤
四
郎
)
｣
　
(
重
文
､
豊
国

神
社
)
､
豊
臣
秀
吉
が
絶
賛
し
た
天
下
一
二
作
の
一
人
に
し
て
短
刀
の
名

手
､
藤
四
郎
吉
光
の
手
に
よ
る
｢
短
刀
　
銘
吉
光
(
名
物
秋
田
藤
四
郎
)
｣

(
重
文
)
､
近
代
日
本
の
扉
を
開
き
､
幕
末
の
京
都
を
駆
け
抜
け
た
坂
本

龍
馬
の
愛
刀
｢
刀
　
銘
吉
行
｣
　
(
京
都
国
立
博
物
館
)
　
な
ど
､
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
歴
史
と
あ
わ
せ
て
､
奥
深
い
刀
剣
の
美
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
｡

刀
達
の
物
語
る
声
が
皆
様
の
耳
に
も
届
-
こ
と
で
し
ょ
う
｡(

未
兼
俊
彦
)

重
要
文
化
財
　
矯
刀
　
銘
吉
光
(
名
物
秋
田
醸
四
郎
)

※
　
マ
ー
ク
は
特
集
陳
列
｢
皇
室
ゆ
か
り
の
名
宝
｣
関
連
展
赤
で
す
｡

囲
S
F
I
l
陶
磁

【
日
本
と
東
洋
の
や
さ
も
の
】

【
唐
物
天
日
】

1
月
2
日
(
土
)
～
3
月
_
 
3
日
(
日
)

圃
3
F
I
2
考
古

【
日
本
出
土
の
考
古
遺
物
】

1
月
2
日
(
土
)
～
3
月
1
 
3
日
(
日
)

醍
2

順

一

1

1

-

一

〇

重
要
文
化
財
　
刀
　
全
豪
蕨
銘
永
禄
一
二
年
五
月
十
九
日
義
元
討
捕
刻
彼
所
轄
刀
/

織
田
尾
張
守
信
長
(
名
物
義
元
左
文
字
)
　
京
都
･
建
勲
神
社

【
新
春
特
集
陳
列

さ
る
づ
く
L
I
干
支
を
愛
で
る
-
】

_
 
2
月
1
 
5
日
(
火
)
～
1
月
2
4
日
(
日
)

【
特
集
陳
列
　
皇
室
ゆ
か
り
の
名
宝
】

1
月
2
 
6
日
(
火
)
～
2
月
2
 
｢
日
(
日
)

2
F
-
1
絵
巻

重
要
文
化
財
　
薙
刀
直
シ
刀
　
無
銘
(
名
物
骨
喰
藤
四
郎
)
　
京
都
･
豊
国
神
社
(
1
 
2
月
｢
 
5
日
1
1
月
｢
 
7
日
展
示
)

太
刀
　
銘
国
綱
(
名
物
髭
切
･
鬼
切
)
　
京
都
･
北
野
天
満
宮
(
_
 
2
月
_
 
5
日
-
1
月
1
 
7
日
展
赤
)

重
要
文
化
財
　
太
刀
　
銘
□
忠
(
名
物
膝
丸
･
薄
緑
)
京
都
･
大
賞
寺

特
集
陳
列

皇
室
ゆ
か
り
の
名
宝

平
成
2
 
8
年
1
月
2
 
6
日
(
火
)
～
2
月
2
 
1
日
(
日
)

【
平
成
知
新
舘
　
2
F
I
1
-
5
】

【
関
連
展
示
　
-
F
I
3
･
4
･
6
】

平
安
京
遷
都
か
ら
千
年
､
帝
の
あ
わ
す
京
の
都
は
文
化
と
伝
統
の
中

心
地
で
し
た
｡
宮
中
を
中
心
と
し
た
華
や
か
な
王
朝
文
化
が
花
開
き
､

そ
の
結
果
､
書
画
･
彫
刻
･
工
芸
品
に
至
る
ま
で
静
譜
で
格
調
高
い
数

多
の
名
宝
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
す
｡
こ
の
特
集
陳
列
で
は
､
京
都
が

生
み
出
し
､
守
り
続
け
た
名
宝
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
｡

は
じ
め
に
　
｢
後
宇
多
天
皇
像
｣
　
(
重
文
､
大
覚
寺
)
　
な
ど
､
王
朝
文

化
に
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
歴
代
天
皇
の
姿
や
､
王
朝
に
仕
え
た
公
家

た
ち
を
描
い
た
｢
公
家
列
影
図
｣
　
(
重
文
､
京
都
国
立
博
物
館
)
　
か
ら
､

当
時
の
文
化
の
担
い
手
で
あ
っ
た
人
々
の
実
像
に
迫
り
ま
す
｡

つ
づ
い
て
､
公
家
ゆ
か
り
の
寺
院
､
と
り
わ
け
皇
子
女
や
摂
家
の
子

女
が
入
寺
し
､
高
い
格
式
を
誇
っ
た
門
跡
寺
院
に
伝
わ
る
作
品
を
ご
紹

介
し
ま
す
｡
博
物
館
の
東
に
位
置
す
る
智
積
院
所
蔵
の
｢
孔
雀
明
王
像
｣

(
重
文
)
､
霊
雲
院
を
飾
っ
た
障
壁
画
｢
四
季
花
鳥
図
｣
　
｢
琴
棋
書
画
図
｣

｢
月
夜
山
水
図
｣
　
(
重
文
)
　
か
ら
､
今
な
お
残
る
宮
廷
文
化
の
余
風
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
｡

寛
永
三
年
(
一
六
一
二
ハ
)
　
徳
川
秀
忠
･
家
光
親
子
の
招
き
に
応
じ
､

後
水
尾
天
皇
が
一
一
条
城
に
行
幸
す
る
様
子
を
描
い
た
　
｢
一
一
条
城
行
幸
図

屏
風
｣
､
文
久
一
二
年
(
一
八
六
一
一
一
)
　
に
孝
明
天
皇
が
擦
夷
祈
願
の
た
め

上
賀
茂
神
社
と
下
鴨
神
社
に
行
幸
す
る
姿
を
画
題
と
し
た
｢
賀
茂
行
幸

図
屏
風
｣
　
は
､
歴
史
の
一
場
面
を
目
に
し
た
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
る

こ
と
で
し
ょ
う
｡

ま
た
､
四
季
折
々
の
宮
中
の
生
活
で
用
い
ら
れ
た
宮
廷
の
装
束
や
､

宴
を
彩
っ
た
漆
の
器
と
い
っ
た
工
芸
分
野
の
作
品
か
ら
は
､
当
時
の
儀

礼
や
生
活
の
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
｡
さ
ら
に
､
日
本
の
文
化
人
が
範
を

求
め
た
中
国
･
文
人
皇
帝
の
代
表
格
､
高
宗
の
名
筆
｢
楷
書
徽
宗
文
集

序
巻
｣
　
(
国
宝
､
文
化
庁
)
　
な
ど
､
海
外
の
皇
帝
に
よ
る
至
高
の
作
品
と
､

天
皇
自
身
の
御
手
が
生
み
出
し
た
雅
な
る
震
翰
の
世
界
を
お
楽
し
み
く

だ

さ

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

未

兼

俊

彦

)

圏

壌
誘
畳
手
盛
接
せ

r

ム

争

論

専

守

や

-

㌔

か
〈
-
ゆ
1
-
午
,
i
 
-
A
-
あ
-
し
､
デ

帝
′
密
リ
ー
で
･
,
L
･
.
･
l
生
豊
富

カ
所
-
-
鵜
沼
坤
/
A
-
肌
準
･

心
伝
曹
1
け
管
-
ん
岬
奔
命
～
I

帝
や
乎
甲
-
八
富
ま
1

各
卸
一
1
位
さ
れ
ず
不
-
汁

)

へ

亨

や

庸

為

れ

-

哲

寮

･

当

.

一

人

用

物

色

-

え

～

祭

-
　
J
r
J
げ
-
-
¢
e
･
J
-
3
-
～

t
仰
-
碕
虻
-
空
1
-
-
少
蒔
,
3

線

率

-

沈

-

晶

･

毒

し
,
*
鮮
卑
千
生
母
至
沈
着

†
高
音
-
広
築
膏
詐

/
{
子
甲
高
.
,
I
,
歌
子
持
上
布
施
紫

汚
-
､
笹
子
金
川
子
音
中
称
召

【
福
富
草
紙
と
お
と
ぎ
草
紙
絵
巻
】

2
月
2
3
日
(
火
)
～
3
月
2
 
1
日
(
月
･
祝
)

画
冨
F
I
2
仏
画

【
彼
岸
と
浄
土
】

2
月
2
3
日
(
火
)
1
3
月
2
 
1
日
(
月
･
祝
)

画
雷
-
2
中
世
絵
画

【
山
水
図
を
楽
し
む
】

2
月
2
3
日
(
火
)
～
3
月
2
 
~
目
(
月
･
祝
)

苛
F
‖
4
近
世
絵
画

【
花
と
烏
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
】

2
月
2
3
日
(
火
)
～
3
月
2
 
1
日
(
月
･
祝
)

葦
虻
1
-
中
国
絵
画

【
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

画
幅
･
画
巻
･
扇
面
画
】

2
月
2
3
日
(
火
)
～
3
月
2
 
1
日
(
月
･
祝
)

筈
L
･
1
彫
刻

【
日
本
と
ア
ジ
ア
の
彫
刻
】

【
地
蔵
と
十
王
像
】

1
 
2
月
1
 
5
日
(
火
)
～
3
月
2
~
日
(
月
･
祝
)

圃
1
F
I
2
特
別
展
示
室

【
特
集
陳
列

刀
剣
を
楽
し
む
-
名
物
刀
を
中
心
に
⊥

_
 
2
月
1
 
5
日
(
火
)
～
2
月
2
｢
日
(
日
)

【
特
集
陳
列
　
雛
ま
つ
り
と
人
形
】

2
月
2
7
日
(
土
)
～
3
月
2
 
~
目
(
月
･
視
)

圃
1
F
I
S
善
隣

【
か
な
の
美
と
和
歌
】

1
 
2
月
1
 
5
日
(
火
)
～
1
月
2
4
日
(
日
)

【
雅
な
る
近
世
天
皇
の
書
】

1
月
2
6
日
(
火
)
～
2
月
2
 
~
目
(
日
)

【
日
記
･
記
録
】

2
月
2
3
日
(
火
)
～
3
月
_
 
3
日
(
目
)

圃
1
F
I
4
染
織

【
染
織
の
文
様
-
吉
祥
-
】

1
 
2
月
_
 
5
日
(
火
)
～
1
月
針
目
(
日
)

【
宮
廷
の
装
束
】

2
月
3
日
(
水
)
～
3
月
1
 
3
日
(
冒
)

l
F
I
l
e

【
特
集
陳
列
　
獅
子
と
狛
犬
】

1
 
2
月
_
 
5
日
(
火
)
～
3
月
_
 
3
日
(
日
)

圃
I
F
I
6
漆
工

【
宴
を
彩
る
う
る
し
の
器
】

1
 
2
月
_
 
5
日
(
火
)
～
1
月
3
1
日
(
目
)

【
皇
室
と
門
跡
寺
院
に
ゆ
か
り
の
調
度
】

2
月
2
日
(
火
)
～
3
月
｢
 
3
日
(
日
)
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重要文化財　大仙院障壁画のうち四季花鳥図　狩野元信筆　京都･大仙院国宝　無準師範像　自賛

京都･東福寺
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青磁碗　銘雨龍　京都･鹿苑寺
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特
集
陳
列

雛
ま
つ
り
と
人
形

平
成
2
 
8
年
2
月
2
 
7
日
(
土
)
-
3
月
と
~
日
(
月
･
祝
)

【
平
成
知
新
館
　
特
別
展
示
室
】

春
の
訪
れ
と
と
も
に
､
本
年
も
ま
た
雛
の
節
供
が
め
ぐ
っ

て
き
ま
す
｡
京
都
国
立
博
物
館
で
は
､
恒
例
の
特
集
陳
列
｢
雛

ま
つ
り
と
人
形
｣
を
開
催
し
ま
す
｡

一
二
月
三
日
の
雛
ま
つ
り
の
起
源
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

‥
し
よ
ー
つ
し

る
の
が
､
上
巳
の
節
供
と
い
う
､
三
月
の
は
じ
め
に
行
わ
れ

み

そ

ぎ

か

た

し

ろ

た
燕
の
行
事
で
す
｡
人
間
の
形
代
と
し
て
用
い
ら
れ
た
人
形

け
が

は
､
人
間
の
稜
れ
を
引
き
受
け
る
存
在
で
あ
り
､
廃
棄
さ
れ

る
も
の
で
し
た
｡

こ
れ
が
座
敷
に
飾
っ
て
楽
し
む
雛
人
形
へ
と
変
化
し
た
背

景
と
し
て
､
江
戸
時
代
の
初
め
､
一
二
月
三
日
を
中
心
に
､
武

家
や
公
家
の
女
子
の
間
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
｢
ひ
い
な

遊
び
｣
と
い
う
､
お
ま
ま
ご
と
や
人
形
の
贈
答
を
伴
う
祝
宴

の
存
在
が
､
近
年
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

形
代
と
し
て
川
に
流
さ
れ
て
い
た
簡
素
な
人
形
と
､
上
流

階
級
の
贈
答
に
用
い
ら
れ
た
凝
っ
た
つ
く
り
の
人
形
が
結
び

付
き
､
座
敷
に
飾
っ
て
楽
し
む
雛
人
形
が
誕
生
し
た
の
で
す
｡

こ
う
し
て
誕
生
し
た
雛
人
形
は
､
時
代
の
好
み
に
応
じ
て
､

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
｡
中
に
は
､
寛
永
雛
や
享
保
雛
の
よ

う
に
､
そ
れ
ぞ
れ
寛
永
年
問
(
二
八
二
四
～
四
三
)
､
享
保
年

間
(
一
七
二
八
～
二
一
五
)
を
中
心
に
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
､

元
号
を
蒲
し
て
呼
ば
れ
る
雛
人
形
も
あ
り
ま
す
｡
そ
の
ほ
か

に
も
､
次
郎
左
衛
門
雛
､
古
今
雛
､
有
職
雛
な
ど
､
江
戸
時

代
の
雛
人
形
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
｡
面
差
し
や
装
束
な

ど
細
部
に
注
目
し
､
そ
れ
ぞ
れ
の
雛
人
形
の
特
徴
を
考
え
る

の
も
一
興
で
し
ょ
う
｡

ま
た
当
館
で
は
毎
年
､
京
都
を
中
心
に
上
方
で
流
行
し
た
､

豪
華
な
御
殿
つ
き
の
雛
段
を
展
示
し
て
い
ま
す
｡
現
代
で
は

見
ら
れ
な
く
な
っ
た
上
方
特
有
の
雛
飾
り
は
､
当
館
の
雛
ま

つ
り
を
象
徴
す
る
作
品
で
す
｡

雛
人
形
の
ほ
か
に
も
､
豊
か
な
人
形
文
化
を
も
つ
日
本
に

は
､
各
種
の
人
形
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
公
家
を
中
心

に
贈
答
用
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
､
御
所
人
形
や
賀
茂
人
形
｡

市
井
の
風
俗
を
写
し
た
衣
裳
人
形
｡
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
動
力

を
用
い
た
か
ら
く
り
人
形
｡
こ
れ
ほ
ど
多
種
多
様
な
人
形
は
､

江
戸
時
代
の
暮
ら
し
の
中
で
､
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
｡

近
年
､
大
掛
か
り
な
雛
段
の
み
な
ら
ず
､
飾
り
人
形
を
家

庭
で
目
に
す
る
機
会
も
､
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
｡
こ
の

た
び
の
展
示
が
､
日
本
人
が
慈
し
ん
で
き
た
人
形
文
化
に
つ

い
て
､
改
め
て
想
い
を
め
ぐ
ら
す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で

す

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

山

川

　

暁

)

飽
聞
目
指
せ
､
博
物
館
露
博
物
館
副
館
長
伊
藤
書

平
成
二
十
七
年
秋
､
京
都
国
立
博
物
館
は
琳
派
展
で
大
い
に
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
｡
江
戸
美
術
の
特

色
の
ひ
と
つ
に
｢
分
か
り
や
す
-
綺
麗
｣
と
い
う
こ
と
が
あ
-
ま
す
｡
｢
分
か
り
や
す
い
｣
と
言
っ
て
も

レ
ベ
ル
が
低
い
と
い
う
の
で
は
あ
-
ま
せ
ん
｡
誰
し
も
が
入
っ
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
琳
派
の
美

術
は
､
ま
さ
に
誰
も
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
-
､
そ
し
て
奥
行
の
深
い
も
の
で
す
｡
だ
か
ら

こ
そ
の
琳
派
展
の
賑
わ
い
で
あ
-
､
そ
う
し
た
琳
派
展
を
見
な
が
ら
思
う
所
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
最
大
の
も
の
が
｢
目
指
せ
､
博
物
館
学
派
｣
で
す
｡

今
回
の
琳
派
展
で
､
仁
清
の
茶
壷
が
出
品
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
こ
の
作
品
を
出
品
す
る
案
が
示
さ
れ
た

時
に
､
絵
画
の
研
究
者
か
ら
｢
乾
山
は
分
か
る
｡
ど
う
し
て
仁
清
～
｣
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
｡
尾

形
光
琳
の
弟
､
乾
山
の
作
品
な
ら
分
か
る
｡
ど
う
し
て
仁
清
が
琳
派
な
の
'
と
い
う
疑
問
で
す
｡
こ
の
展

覧
会
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
皆
様
で
あ
れ
ば
､
こ
の
凝
固
を
不
思
議
な
も
の
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
｡

会
場
で
仁
清
の
｢
色
絵
芥
子
文
茶
壷
｣
(
重
要
文
化
財
　
出
光
美
術
館
蔵
)
が
部
屋
の
中
央
に
飾
ら
れ
､

そ
の
背
後
に
は
京
都
国
立
博
物
館
の
｢
芥
子
図
屏
風
｣
が
あ
り
ま
し
た
｡
そ
の
二
つ
は
溶
け
合
う
よ
う
な

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
し
た
｡

仁
清
は
狩
野
派
風
の
絵
で
飾
る
｢
色
絵
月
構
図
茶
壷
｣
(
重
要
文
化
財
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
)
も
あ

り
ま
す
が
､
今
回
の
芥
子
の
茶
壷
の
よ
う
に
琳
派
風
の
絵
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
た
茶
壷
も
作
っ
て
い
ま
す
｡

絵
画
で
当
た
-
前
の
こ
と
を
陶
磁
の
人
間
が
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
､
陶
磁
の
世
界
で
は
知
ら
れ

て
い
る
仁
清
の
琳
派
風
の
表
現
が
絵
画
の
世
界
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
｡

琳
派
展
に
も
ど
り
ま
し
ょ
う
｡
琳
派
､
と
り
わ
け
工
芸
の
盛
ん
で
あ
っ
た
京
の
琳
派
の
世
界
で
は
､
美

術
と
工
芸
の
世
界
と
が
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
｡
光
悦
は
書
を
書
き
､
漆
を
作
ら
せ
､
茶
碗
を
作
る
｡

光
琳
は
絵
を
描
き
､
漆
を
作
り
'
染
織
の
デ
ザ
イ
ン
を
行
う
｡
乾
山
は
陶
器
を
作
-
'
絵
を
描
-
｡
絵
画

で
は
､
工
芸
意
匠
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
大
胆
な
省
略
が
使
わ
れ
､
見
る
者
の
心
を
つ
か
ん
で
い
く
｡

日
本
で
は
明
治
初
年
に
西
洋
美
術
の
概
念
が
入
っ
て
-
る
ま
で
､
｢
美
術
｣
と
｢
工
芸
｣
と
を
明
確
に

区
別
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
そ
れ
を
現
在
の
わ
れ
わ
れ
は
'
専
門
と
い
う
名
の
も
と
に
､
｢
工

芸
｣
の
｢
陶
磁
｣
の
｢
日
本
陶
磁
｣
の
-
と
細
分
化
し
な
が
ら
自
ら
の
世
界
を
作
っ
て
し
ま
い
､
工
芸
と

美
術
の
世
界
も
別
々
に
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
｡

さ
て
､
博
物
館
学
派
で
す
｡
我
々
博
物
館
の
人
間
は
､
展
示
と
い
う
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
あ
り
ま
す
｡

展
示
す
る
こ
と
で
､
例
え
ば
先
ほ
ど
の
仁
清
の
茶
壷
が
琳
派
の
屠
風
と
シ
ン
ク
ロ
ず
る
世
界
を
自
ら
感
ず

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
｡
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
を
持
つ
者
同
士
が
､
そ
う
し
た
作
品
の
前
で

請
-
合
う
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
れ
ぞ
作
品
を
実
際
に
扱
う
博
物
館
な
ら
で
は
の
醍
醐
味
な
の
で
す
｡

接
写
レ
ン
ズ
と
広
角
レ
ン
ズ
を
合
わ
せ
持
つ
｡
自
身
の
専
門
領
域
で
は
深
-
､
そ
し
て
日
本
美
術
と
い

う
所
で
は
そ
う
し
た
領
域
を
越
え
て
見
て
い
け
る
｡
そ
ん
な
｢
博
物
館
学
派
｣
を
目
指
し
た
い
と
い
う
思

い
を
強
く
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
｡

特
別
展
覧
会

臨
済
禅
師
1
1
5
0
年
･
自
隠
禅
師
2
5
0
年
遠
講
記
念

禅
-
心
を
か
た
ち
に
-

平
成
2
8
年
4
月
_
2
日
(
火
)
1
5
月
2
2
日
(
日
)
　
【
平
成
知
新
壁

歴
史
の
教
科
書
な
ど
で
も
お
な
じ
み
の
｢
禅
宗
｣
　
は
､
い
ま
か
ら
お
よ
そ
一
五
〇
〇
年

ま
え
､
菩
提
達
磨
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
､
わ
が
国
へ
は

鎌
倉
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
｡
武
家
の
み
な
ら
ず
､
天
皇
家
や
公
家
､
さ
ら
に
は
民

衆
に
ま
で
広
く
流
布
し
､
日
本
の
社
会
と
文
化
に
じ
つ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
､
最
近
で

は
欧
米
で
も
徐
々
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
｡

り

ん

ざ

い

お

う

ば

く

り

ん

ざ

い

ぎ

げ

ん

そ
の
一
派
で
あ
る
臨
済
宗
お
よ
び
黄
葉
宗
は
､
中
国
の
臨
済
義
玄
(
?
～
八
六
六
)
と
い

う
禅
僧
を
宗
祖
と
し
ま
す
｡
今
年
は
､
臨
済
義
玄
の
没
後
一
一
五
〇
年
､
さ
ら
に
日
本
に

は

く

い

ん

え

か

く

お
け
る
臨
済
宗
中
興
の
祖
で
あ
る
白
隠
慧
鶴
(
一
六
八
五
-
一
七
六
九
)
　
の
没
後
二
五
〇

年
の
連
語
法
要
が
行
わ
れ
ま
す
｡
こ
れ
を
記
念
し
て
､
｢
禅
-
心
を
か
た
ち
に
-
｣
と
題
す

る
特
別
展
覧
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
｡
い

し

ん

で

ん

し

ん

ふ

り

ゆ

う

も

ん

じ

禅
宗
に
あ
っ
て
は
､
た
と
え
ば
｢
以
心
伝
心
｣
　
や
｢
不
立
文
字
｣
が
語
る
よ
う
に
､
師

か
ら
弟
子
へ
教
え
を
伝
え
る
の
に
言
葉
や
文
字
を
必
要
と
せ
ず
､
心
か
ら
心
へ
と
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
｡
こ
う
し
た
祖
師
や
先
師
た
ち
の
教
え
=
｢
心
｣
を
｢
か
た
ち
｣

=
美
術
に
ま
で
昇
華
し
た
禅
の
奥
深
さ
､
あ
る
い
は
禅
宗
が
中
国
で
興
っ
て
か
ら
､
日
本

に
ど
の
よ
う
に
伝
わ
り
､
国
内
で
い
か
に
し
て
広
ま
り
､
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
か
を
よ
り
立
体
的
に
紹
介
す
る
試
み
で
す
｡

現
在
､
臨
済
宗
と
黄
葉
宗
に
は
十
五
の
本
山
が
あ
り
､
そ
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
開

催
す
る
た
め
､
禅
僧
の
肖
像
画
や
墨
顕
､
彫
刻
､
書
画
や
工
芸
な
ど
､
一
度
は
耳
に
し
た

こ
と
の
あ
る
多
彩
な
名
宝
の
数
々
に
き
っ
と
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
｡
会
期
中
の
展
示

替
え
を
ふ
く
め
る
と
､
全
体
で
一
三
〇
点
ち
か
く
の
作
品
が
展
示
さ
れ
､
そ
の
半
数
以
上

が
国
宝
や
重
要
文
化
財
､
つ
ま
り
国
の
指
定
品
と
い
う
質
量
と
も
に
か
つ
て
な
い
規
模
の

展
覧
会
と
な
り
ま
す
｡

こ
れ
ら
を
｢
禅
宗
の
成
立
÷
｢
臨
清
祥
の
導
入
と
展
開
｣
÷
戦
国
武
将
と
近
世
の
高
僧
｣
･

｢
禅
の
仏
た
ち
｣
÷
禅
文
化
の
広
が
り
｣
の
五
章
に
分
け
て
展
示
い
た
し
ま
す
｡
こ
の
機
会
に
､

多
く
の
方
々
に
禅
の
神
髄
に
触
れ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
｡
　
　
　
　
(
羽
田
　
聡
)



土曜講座

1月　9日　土曜講座1800回記念｢冷泉家の年中行事｣

公益財団法人冷泉家時雨亭文庫理事長冷泉為人民

1月16日｢刀剣を楽しむ一名物刀を中元打ニー｣*

京都国立博物館研究員末兼俊彦

1月23日｢猿へのまなざし-申年にちなんで-｣*

京都国立博物館研究貫井並林太郎

1月30日｢唐物天日一種類と価値観-｣

京都国立博物館研究員降矢哲男

2月　6日｢行幸行列図を読む｣*

京都国立博物館研究員福士雄也

2月13日｢典雅なる装い-京都国立博物館所蔵　宮廷装束コレクション-｣*

京都国立博物館教育室長山川　暁

2月20日｢科学機器による仏像の調査研究｣
京都国立博物館上席研究員兼企画宣長浅見龍介

2月27日｢京の雛飾りの特色と変遷について-ひいな遊びからひなまつりへ-｣ 栄

平等院ミュージアム鳳翔館学芸員田中正流民

3月　5日｢みちのくの経塚遺宝一秋田県松岡経塚をめぐって-｣

京都国立博物館列品管理室長宮川禎-

3月12日｢教育普及の仕喜一ものと人との橋渡し-｣

京都国立博物館研究員水谷亜希

3月19日｢国宝　山越阿弥陀図の謎を探る｣
京都国立博物館保存修理指導室長大原嘉豊

求 -特集陳列関連講座

※平成知新館講堂にて､午後1時30分～3時に開催｡定員200名､聴講無料(ただし観覧券等が必要)｡

※当日12時より､平成知新館1階グランドロビーにて整理券を配布し､症員になり次第､配布を終了します｡

イベント

《新春イベント》

○親子で餅つき大会　※雨天中止｡数に限りがありますので.ご了承下さい｡

日時:2016年1月2日(土)午前10時～11時30分　場所:庭園

○福引抽選会　※景品かなくなり次第終了となります｡

日時: 2016年1月3日(日)午前9時30分～午後4時　場所:平成知新館グランドロビー

○芸舞妓　春の舞
日時:2016年1月10日(日)･11日(月･祝)両日とも午後1時一､2時～(各回約30分)

場所:平成知新館グランドロビー

○トークイベント｢見る､感じる-在りし日のもの語り｣
日時:2016年1月17日(日)午後1時30分～3時30分　会場:平成知新館講堂

登壇者:葉室麟氏(小説家)､山本英男(京都国立博物館上席研究員)､未兼俊彦(京都

国立博物館研究員)司会言蔓見龍介(京都国立博物館企画室長)
参加方法●当日12時より､平成知新館1階グランドロビーにて整理券を配布し､定員になり次第､配布

を終了します｡定員200名｡聴講無料(ただし観覧券等が必要)｡

《京都･らくご博物館　冬》

日　時　2016年1月24日(日)午後1時開場　午後1時30分開演

会　場　平成知新館　講堂(地下1階)

出　演　桂二葉　桂ちょうば　桂栄二　桂よね音　程文福

入場料　3100円/キャンパスメンバーズ2500円

(全席指定･平成知新館名品ギャラiノー観覧券付)
※チケットご希望の方はお電話､またはWEBよりお申し込みください｡

申し込み先:な電詰/博物館事業推進係075-531-7504(月～金の10-12時･13-17時に受付　*祝日

および12/26-1/3は除く) WEB/http.//www.kyohaku go jp　らくご博物館【冬】申し込み画面

8これからの展覧会

◆特別展覧会　没後150年坂本龍馬2016年10月15日(土)～11月27日(日)

題国立博物館の展覧会

【東京国立博物館】
特別展｢始皇帝と大兵馬偏｣ 10月27日(火)～2016年2月21日(日)

特別展｢生誕150年　黒田清輝一日本近代絵画の巨匠｣
2016年3月23日(水) ～5月15日(日)

【奈良国立博物館】

特別陳列｢おん祭と春日信仰の美術｣ 12月8日(火)～2016年1月17日(日)

特別陳列｢お水取り｣ 2016年2月6日(土)～3月14日(局)

【九州国立博物館】

特別展｢黄金のアフガニスタン　守りぬかれたシルクロードの秘宝｣

2016年1月1日(金･祝)～2月14日(日)

国


